
美代子
(脇 元小・ 6年 1)

「美代「 !?.う ちの美代了は何んでもよくしゃべ
′でに きやかな 子供だナ ァ っ しゃべ って も′,
,た 方が ,:舌相 子にな っていいんだ。時 々、 けん

か もす るけ ビ、美代 Fを た よ りに しているんだ 」

おじいちやん
からの

ひとこと

長
生
き
バ
ン
ザ
イ
″
　
　
　
　
　
一

曾

机

父

は
　

，
二

、も

厳

し

＜

し

て

　

　

一
准

代

■

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一
確

一｝日一』」「獄』＝」特計　　【」］脚豪”・‐‐手『か】岬崚咄剌一肺
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し
て
い
た
　
し
か
―
　́
そ

ｔ′，
日
は
　
　

，７
ヽ
す
る
と
思

つ
．　
　
　
　
　
　
一

悲
し
そ

つ
で
　

，デ
ふ
し
き
を
二
‘，
　
　
　
，Ｌ
■
六
歳
に
な

っ
た
曾
祉
で
は
一

え
よ

つ
と
―
て́
い
る
う
か
わ
か
る
「　
　
い
ま
も
電
気
だ

　̈
　
　
　
　
　
　
一

ち

ん
な
に
厳
し
＜
―
´́
、
い
一
もヽ
　
　
　
私
は
　
・τ
れ
な
曾
祖
父
を
大
切
一

や
は
り
曾
ヤｌｌ
け
を
た
切
に
思

‐
´
、
　

に
　
一
ｆ
一ヽ
る
だ
け
や
さ
―
´
ヽ
し
て
一N()214号
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市浦村長期総合計画審議会発足

:   菫:

世
紀
に
向
け
総
参
加

専
門
委
員
会

村
企
画
部
会

市
浦
村
長
期
総
合
計
画
審
議

会
の
発
会
式
は
、
八
用
二
十
六

日
、ヽ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
、
審
議
会
委
員
、
計

画
策
定
専
門
委
員
、
企
画
部
会

の
会
員
ら
約
百
三
十
人
が
出
席
。

２‐
世
紀
へ
向
け
た
村
民
総
参
加

の
村
づ
く
り
計
画
ガ
ス
タ
ー
ト

が

素

案
づめ

て
、

村

で

は

九

十

八

人

の
村

民

を

村

づ

く

り

計

画

審

議

会

委

員

に

住

民

の
手

に
よ

る
村

づ

く

り

計

翻
副
目
刷

村
長
が

嫁

っ
こ
さ
が
し
に工 藤 章二郎

若

者

が

故

郷

を

捨

て
村

外

に
出

ど

う

せ

こ

の
世

は

男

と

女

、

年

頃

生

き

生

き

と

し

た

村

づ

く

り

の
根

農

漁

村

の
結

婚

問

題

は

深

刻

さ

を

る
豊

か

な

村

づ

く

り

を

期

待

し

て
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鍮
鱚
蜃
吻

村
づ
く
り
の

羅

針

盤高 橋 精 ―

２．
世

紀

へ
の
展

望

を

含

め

て

、

今

世

紀

最

後

の
十

年

間

の
村

づ

く

村

政

上

非

常

に
有

意

義

な

こ
と

と

わ

が

郷

土

を

如

何

に

、

明

る

く

れ

の
希

望

や

意

見

が

あ

る

と
思

い

ま

す

が

、

そ

れ

を

集

約

し

て

現

実

過

疎

の
波

と

、

六

十

五

オ

以

上

の

人

口
比

率

十

三

。
九

％

と

い
う

高

す

が

、

２．
世

紀

へ
む

け

て

、

村

づ

く

り

の
正

し

い
羅

針

盤

と

な

る

計

れ
、
無
限

の
可
能
性
を
秘
め
た
資

し
た
産
業
づ
く
り
と
、

そ
れ
を
支

え
る
人
づ
く
り
が
課
題

で
あ
る
．

計
画
づ
く
り

の
課
程
で
生
ま
れ
る

発
見
を
村
づ
く
り
の
基
礎

に
し
た

る
村

で
あ
り
、

こ
こ
の
村
づ
く
り

素
晴
ら
し

い
景
観
と
歴
史
背
景
を

踏
え
た
手
づ
く
り

の
振
興
施
策
を

期

待

で
き

る

」

と

、

手

づ

く

り

計

っ
た

村

づ

く

り

計

画

に
意

欲

を

み

審

議

会

会

長

に

工

藤

章

二
郎

さ

ん

、

れ

か

ら

の
ま

ち

づ

く

り

の
課

題

」

不

足

し

て

い
る

こ
と

と

、

組

織

が

の
蓄

積

、

③

行

使

の
蓄

積

、

④

取

り

引

き

の
蓄

積

、

⑤

資

本

の
蓄

積

得

の
精

神

を

提

唱

し

た

あ

と

、

地

域

づ

く

り

に

は

「
基

本

的

な

地

域

戦

略

と

地

域

全

体

を

管

理

す

る

ン

全

体

が
盛

り

上

が

っ
て

い
く

雰

囲

気

を

つ
く

る

こ
と

が

必

要

だ
ど

と

こ
れ

か

ら

の
村

づ

く

り

に
対

す

る

「
産

業

部

会

」

「
生

活

部

会

」

「

二
月

の
村

議

会

に
提

出

す

る

こ

と

蜃

舅

舅

蜃

若
者
達
が
住
ん
で
良
か
った

な
あ
と
言
え
る
村
づ
く
り
を

三 和 孝 治

私

た

ち

が
住

む

市

浦

は
産

業

が

れ

て

い
る
。

モ

つ
し

た

現

状

の
中

の
だ

ろ
う

か

と

心

配

す

る

の
は

私

村

の
活

性

化

に

む

け

企

画

課

を

い
る

も

の

の
、

働

く

職

場

が

な

い
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木 の 学 校

期待されるミぬくもり教育ミ
県内では初の試み

活力あふれる子どもの
育 成 をめ ざ して
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24人が出席

大人の仲間入り

保
育
所
で
安
全
パ
レ
ー
ド

雄

選

挙

管

理

委

員

長

ら

が

祝

辞

を

初めての卒業生
う

で
す

。

今

ま

で

は

、

職

員

室

の

思
い
出
を
大
切
に
し
て

奈

良

靖

宏

太
示
　
良
　
千
恵
子
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“

)

爾
鮨
Ｑ
晰
滲
Ы
譴
む
け
判
鮨

影りeinAえる小馬踊リ

お山参詣星i基け重票行12T写よなFれ
た力く、

五
穀
豊
し
ょ
う
と
家
内
安
全
を

懺
悔
性
悔
　
一（
根
性
悔

御
山
八
大
　
金
剛
道
者

二
礼
拝
　
南
無
帰
命
頂
礼

も
や
山
は
昔
も
い
ま
も
、
故
郷
の

し
、
社
を
建
て
て

″小
巌
鬼
山
″
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昭

和

五

十

六

年

か

ら

五

十

八

年

　

　

建

設

者

の

「
ブ

ル
ー

シ

ー

・
ァ

ン

に

か

け

て
完

成

、

オ

ー

プ

ン
さ

せ

　

　

ド

・
グ

リ

ー

ン
ラ

ン
ド

財

団

（
Ｂ

た

Ｂ

＆

Ｇ
財

団

市

浦

海

洋

セ

ン
タ

　

　

＆

Ｇ
財

団

。
笹

川

良

一
会

長

）

」

―

（体

育

館

、

艇

庫

、

屋

根

付

き

　

　

か

ら

、

市

浦

村

に
無

償

餞

渡

さ

れ

プ

ー

ル
）

が
、

開

館

三

年

（最

終

　

　

ま

し

た

。

建

設

年

度

か

ら

起

算

）

を

過

ぎ

て

村

民

の
健

康

増

進

と
青

少

年

の
　

　

八

月

二

十

日

、

相

内

地

区

に

オ

ー

健

全

育

成

を

目

的

に
建

設

さ

れ

た

　

　

プ

ン
し

ま

し

た
。

Ｂ

＆

Ｇ
財

団

市

浦

海

洋

セ

ン
タ

ー

　

　

　

同

セ

ン
タ

ー

は

、

鉄

筋

コ

ン
ク

（
体

育

館

）

は

、

昭

和

五

十

六

年

　

　

リ

ー

ト

造

平

屋

建

て

で

、

総

工

事

建

設

面

積

は
百
九
十

二
二

一七
五

平

方

層

で

、

内

部

施

設

は

事

務

室

、

―

室

な

ど

が

配

備

さ

れ

て

い
ま

す

。

七

百

三

十

平

方

肝

の
体

育

館

は

相

内

の
大

沼

地

区

に
総

工

事

費

二

千

万

円

を

投

し

て

、

鉄

骨

造

平

屋

建

（
百

九

十

九

。
九

八

平

方

層

）

メ

ー

⌒
１２
艇

）
、

Ｏ

Ｐ

デ

ン
ギ

ー

⌒
８
艇

）

、

カ

ッ
タ

ー

（
２
艇

）

（
１
艇

）
、

ゴ

ム
ボ

ー

ト

（
１
艇

）

船

外

機

（
１
機

）
、

ラ

イ

フ

ジ

ャ

ヶ

ッ
ト

（
４。
着

）
を

配

備

し

て

い

は

、

鉄

骨

造

平

屋

建

て

（
百

二

十

プ

ー

ル

（
ア

ル

ミ
製

、

２５

〓

プ

ー

特

に

ブ

ー

ル
は

、

天

丼

に

ビ

ニ

同

じ

原

理

で
室

温

を

高

め

る

ュ

ニ

ー

タ

な

構

造

で

、

親

子

で
楽

し

め

ま

で
全

施

設

を

延

べ

一
万

三

千

八

百

五

十

四

人

が
利

用
。

施

設

別

で

は

体

育

館

が

五

千

五

百

五

十

六

人
。

艇

庫

利

用

者

は

八

百

二

十

六

人
。

会

、

卓

球

大

会

、

パ

ド

ミ

ン
ト

ン

大

会

な

ど

の
各

種

行

事

の

ほ

か

、

や

海

洋

性

ス
ポ

ー

ツ
等

、

多

目

的

―

が

「
村

民

総

体

育

を

目

指

し

て

積

極

的

に
利

用

さ

れ

、

青

少

年

の

健

全

育

成

と

地

域

住

民

の
健

康

増

村

へ
の
無
償
醸
渡
を
決
定
し
た
も

行
わ
れ
た
譲
渡
式

に
は
、
二
重
貢

村
長
ら
が
出
席
、
正
式
契
約
を
し

洋

セ

ン
タ
ー
」
と
名
称
が
変
更
さ

同

セ
ン
タ
ー

の
維
持
管
理
、
利

村

が
行

い
ま
す

が

「
村
民
総
体
育

さ
ら
に
効
率
的
活
用
を
は
か
り
た

い
」
と
意
欲
を
燃
や
し
て

い
ま
す
。

相

内

の
大

沼

地

区

に
建

設

さ

れ

て

い
る

艇

庫

。

屋

根

付

き
プ

ー

ル

は

村

民

の
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蒙

和

■

霜
Ｊ

封

紳

各

勧
追
・九
市

浦
村

役
場

一

攀 襲
磯

柾

　

力

長一
チ

き

夕

重

歌

′、シ

は

武

ミ

ジュ
タ

ト

に

漱

そ

キ

ス
狂

ミ

み

キ

キ

チ

カ

竹

サ

ト

サ

タ

西

田

　

川

沢

崎

田

田

山

島

　

田

谷

島

川

良

上

田

和

田

荘

船

藤

山

西

良

沢

川

相

山

上

山

田

田

葛

浜

　

白

相

戸

山

成

小

福

今

藤

寺

和

大

奈

三

安

三

藤

本

台

佐

若

葛

奈

相

白

八

九

三

中

吉

山

郎

ヨ

ケ

丈

ヨ

郎

″

郎

マ

ツ

郎

ヨ

ン
郎

サ

豊

タ

タ

善

ソ

慶

ナ

粕

イ

リ

佐

タ

ト

利

キ

田

田

谷

上

田

良

島

島

　

寺

和

西

田

保

谷

成

成

秋

三

武

奈

和

豊

今

小

三

葛

浜

安

米
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３７
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３９

３９

３９

３９

●この番付は、「敬老の 日」にちなんで、昭和61年 9月 15日 現在で作成 しました。
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◆地区別65歳以上の人口

戸角

横
綱
は
山
田
さ
ん
と
葛
西
さ
ん

十

八

人
．

総

人

口

に
占

め

る

割

合

　

　

調

陶
芸
で
楽
し
い
毎
日

―

自
信
作
に
取
り
組
む

―

村敬老大会で湯のみフレゼント
脇元・老人生きがいセンター

100-



４２
・
４

ロキ
に
健
脚
競
う

駅

伝

を

通

し

て

、

交

通

安

全

思

想

の

高

揚

啓

発

に

つ

と

め

、

事

故

通

安

全

駅

伝

大

会

を

開

催

し

ま

し
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跡城島福

る
確
４
伊
②

力
・脅
ぶ
ん

二
、
三
の
問
題

い
っ
た
い
、
こ
の
福
島
城
は

>73く

築
城
年
代

三

湊

新

城

記

」

（
一
名

「
十

二

湊

記

」

）

の
冒

頭

に
、

「
大

日

本

奥

州

十

二

湊

新

城

は

花

園

帝

の
御

守

正

和

年

中

に
安

倍

貞

季

公

の
築

け

る
所

の
城

郭

な

り

」

（
原

漢

文

）

と
う

た

わ

れ

て

い

す

。

鎌

倉

末

期

の
北

條

高

時

が

執

権

の
時

で
す

。

こ

の
後

す

ぐ

安

東

氏

一
族

の
内

輪

も

め

が
始

ま

す

と

、

こ

の
福

島

城

の
築

城

と

に

か

く

安

倍

安

東

氏

が
築

城

し

た
新

城

で
あ

る

こ

と

に

は

住
み
よ
い
と
こ
ろ

こ

の
福

島

城

の
北

方

の
西

隅

す

と

、

こ

の
地

帯

は

縄

文

時

代

生

活

し

て

い
た

こ

と

が
想

像

さ

中

世

の
惑

星

と

い
わ

れ

る
安

倍

安

東

氏

が

、

住

み

よ

い
所

と

し

て
目

を

つ
け

て
築

城

し

た

理

海
上
交
通

古

代

中

世

に

は

ま

だ

よ

く

陸

上

交

通

が

開

け

て

い
ま

せ

ん

で

し

た

の

で

、

海

上

交

通

に
よ

っ

蝦

夷

管

領

を

命

ぜ

ら

れ

て

い

る

安

倍

安

東

氏

が
早

く

か

ら

十

管

理

や

下

北

地

方

の
蝦

夷

の
管

理

の
た

め

に

は

ど
う

し

て

も

十

三

湊

に
拠

点

を

置

く

必

要

が

あ

ま

た

、

蝦

夷

の
管

理

面

ば

か

指

し

た

安

倍

安

東

氏

と

し

て

は

っ
た

こ

の
地

を

築

城

の
場

所

と

し

て

選

地

し

た

安

倍

安

東

氏

の

今

日

は

こ

の
位

の

こ

と

を

考

薗

圏

圏

幽

剛

閥

闘

圏

］

⑮

人

の
痛

い

の

は

三
年

で

も

我

慢

人

の
背

中

で
茨

背

負

う

　

他

人

の
努

力

、

功

績

を

我

が

物

顔

で
横

他

人

に
負

わ

せ

、

自

分

だ

け

よ

い

人

の
病

気

痛

む

な

　

あ

れ

こ
れ

人

の
振

り

見

で
我

が

振

り

直

せ

人

の
行

い
を

鏡

と

し

て
自

ら

を

反

省

す

る

こ

と

が

必

要

。

人

の
揮

で

相

撲

と

る
　

自

分

の

物

は
使

わ

な

い
で

仕

事

を

す

る
。

人

の
茶

碗

サ

手

入

れ

る
　

他

人

の
仕

事

を

奪

う

こ

と
。

生

活

の
か

て

を

奪

う

こ

と
。

ら

ぬ
　

か

わ

い

い
子

は
他

人

に
奉

公

さ

せ

ろ

と

い
う

意

。

人

の
物

ア
吾

の
物

、

吾

の
物

ア
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情報をお寄せ<ださい

し ら 世
役場の電話は62-2111

秋の農作業

安全運動

三
和
剛
雄
さ
ん
（
相
内

）

長
男

八

起

ち

ゃ
Ａ

一
蔑

）

ぼ
く
は
、　
い
つ
も
お
ば
あ
ち

ゃ

国民年金保険料は

忘れずに納めましよう

税の知識
財産をもらつたら

°
i]蛉卍

お知らせ <ださい

地籍調査について

堺界が決まっている所

は再浪」量します
(市 浦村 建設課 )

か
し
こ
い

主
婦
に
な
ろ
う

昭
和
六
十

一
年
度
の
総
合
移
動
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